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Fundamental characteristics of pulsating auroras, such as modulation region, modulation mechanism, and their shapes are still 
open question. Simultaneous observations onboard satellite and on the ground are important method to examine such 
fundamental characteristics of pulsating aurora. In this study we examined selected pulsating auroral events, which obtained on 









2009 年 9 月 20 日-21 日の昭和基地-アイスランドにおけるオーロラ共役点同時観測イベントは、Motoba	 et	 al	 
[2010,	 2011]が共役点位置変位と磁気圏応答の研究に関してすでに報告している。今回のこのイベント研究で注
目したのは、2009 年 9 月 21 日オーロラブレイクアップ直後の 01:00UT 頃から地上共役点で同時に観測された脈動
オーロラである。CLUSTER	 衛星は磁気圏尾部に位置しており、粒子や電磁場、波動などの直接観測を行っている。
今回の研究では、この衛星データと地上の全天カメラで観測でされた脈動オーロラとの比較を行ったものである。
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